
日本画「乗鞍岳」富田 令禾
高山市所有（136㎝×210㎝）
文化会館大ホール2階ギャラリーにて展示

文化功労者を顕彰
高山市文化協会では、永年に亘り、
郷土の文化振興とその発展に寄与さ
れた方を顕彰しています。本年は三名
の方を、1月1日開催の新年市民互礼
会にて表彰します。

（敬称略・順不同）

廣瀬 紀榮子（下三之町）
和装
永年に亘り和装の普及を通じて
高山市の文化振興に寄与され、
後進の指導に貢献された功績。

東　 勝廣 （松之木町）
彫刻
永年に亘り木彫の制作を通じて
高山市の文化振興に寄与され、
後進の指導に貢献された功績。

山口 明彦 （石浦町9）
尺八
永年に亘り尺八演奏及び制作を
通じて高山市の文化振興に寄与
され、後進の指導に貢献された
功績。

文化功労者

新
年
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ご
挨
拶

護ま
も

る
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化
遺
産
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活
か
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伝
統
文
化
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
し
い
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
日
頃
（
一
社
）
高
山
市
文
化
協

会
の
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
高
山
市
制
施
行
八
十

周
年
を
迎
え
て
、
そ
れ
を
お
祝
い

す
る
か
の
よ
う
に「
飛
騨
匠
の
技
・

こ
こ
ろ
」
が
日
本
遺
産
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
十
二
月
に
は
ユ
ネ
ス

コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機

関
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
、「
高

山
祭
の
屋
台
行
事
」
を
含
む
全
国

の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
が
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
世
界
に

お
け
る
人
類
共
通
の
宝
物
と
し
て

高
い
評
価
を
得
た
も
の
で
あ
り
、

今
日
ま
で
守
り
支
え
て
こ
ら
れ
た

氏
子
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
、

高
山
市
民
の
大
き
な
誇
り
で
あ
り

ま
す
。

　
高
山
市
文
化
協
会
は
、
平
成

十
六
年
四
月
の
広
報
「
高
山
の
文

化
」
で
、
高
山
の
文
化
を
守
る
活

動
の
一
環
と
し
て
、「
高
山
祭
」

の
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
提
案
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
登
録
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
の
本
旨
に
沿
っ
て
、

「
高
山
祭
の
屋
台
行
事
」
を
市
民

の
手
で
大
切
に
保
護
し
、
未
来
へ

正
し
く
伝
え
る
責
任
を
負
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
が

実
行
さ
れ
た
と
き
、
さ
ら
に
魅
力

の
あ
る
高
山
市
と
、
品
格
の
高
い

郷
土
の
文
化
が
創
ら
れ
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
市
内
の
各
神
社
で

は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
芸
能
が
祭
礼

時
に
奉
納
さ
れ
て
お
り
、「
金
蔵

獅
子
」
や
「
お
か
め
舞
」
等
は
、

歴
史
に
培
わ
れ
た
高
山
市
を
代
表

す
る
伝
統
芸
能
と
し
て
広
く
紹
介

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
先
日
訪
れ
た
韓
国
の
安
東
市
で

は
、
世
界
各
地
の
仮
面
を
付
け
た

伝
統
舞
踊
が
参
加
す
る
「
国
際
仮

面
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
へ
参
加

し
公
演
す
る
こ
と
は
高
山
市
の
伝

統
文
化
を
世
界
に
紹
介
す
る
好
機

で
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
国
際
交
流

に
発
展
す
る
も
の
と
期
待
し
、
今

年
の
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
年
も
高
山
市
文
化
協
会

の
大
き
な
課
題
に
、
新
し
い
市
民

文
化
会
館
の
建
設
計
画
が
あ
り
ま

す
。
早
期
の
実
現
の
た
め
に
、
昨

年
は
高
山
市
民
文
化
会
館
建
設
基

金
に
二
千
万
円
を
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
市
民

の
皆
様
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、
理

想
の
新
高
山
市
民
文
化
会
館
の
計

画
と
建
設
に
向
け
て
、
高
山
市
へ

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
山
市
文
化
協
会
は
、
活
発
な

「
文
化
活
動
」
が
人
々
の
心
を
潤

し
、
都
市
が
発
展
す
る
も
の
と
信

じ
て
、
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市長より建設基金寄付の感謝状を受領



「
岡
目
一
目
」

　「
酉
」
と
い
う
字
は
元
々
徳

利
の
形
か
ら
来
て
い
る
。

　
横
に
サ
ン
ズ
イ
が
付
く
と

「
酒
」
に
な
る
の
が
う
れ
し
い
。

酉
の
刻
は
、
現
在
で
言
う
午
後

六
時
頃
に
当
た
る
と
い
う
。
一

日
が
終
わ
っ
て
、
さ
て
一
杯
と

い
う
晩
酌
の
時
間
だ
。
ヤ
キ

「
酉
」
た
ち
が
待
っ
て
い
る
。

　
学
生
の
時
、
ヤ
キ
ト
リ
屋
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
が
あ

る
。
駅
前
の
店
の
オ
ヤ
ジ
に
、

開
店
前
に
は
ネ
ギ
を
切
っ
て
中

を
抜
か
さ
れ
た
。
ネ
ギ
の
中
は

輪
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
抜
き

方
に
よ
っ
て
は
一
本
で
二
本

分
、
三
本
分
に
な
る
。
閉
店
前

の
終
電
近
く
に
入
っ
て
来
た
ヘ

ベ
レ
ケ
の
酔
っ
払
い
に
は
、
こ

の
薄
い
皮
の
ネ
ギ
が
出
さ
れ

た
。
今
で
も
ヤ
キ
ト
リ
を
手
に

す
る
と
、
先
ず
ネ
ギ
を
見
る
習

慣
が
身
に
付
い
た
。

　
あ
れ
や
こ
れ
や
と
ヤ
キ
ト
リ

の
レ
シ
ピ
は
三
千
余
も
あ
る
と

言
う
。「
終
電
前
の
酔
っ
払
い

用
薄
皮
ネ
ギ
マ
」
な
ん
て
の
も

あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
年
取
り
の
ゴ
ッ
ツ
オ
の
ブ
リ

の
味
は
ど
う
で
し
た
。
昔
は
ど

こ
の
家
で
も
誰
で
も
食
べ
ら
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
煮
イ
カ
が

メ
イ
ン
の
家
も
多
か
っ
た
。

　
ど
う
ぞ
良
い
酒
の
酉
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
。

　
　
　
　
　〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

エ
ム
ド
ゥ
・
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

「
ロ
ゼ
ッ
タ
と
白
鳥
の
湖〈
全
五
幕
〉」

◇
日
時
　
一
月
八
日
（
日
）
午
後
三
時
～

◇
会
場
　
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時
　
一
月
十
五
日
（
日
）　

　
午
後
一
時
十
五
分
～

◇
会
場
　
文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

第
二
回
ヤ
マ
ハ
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル 

コ
サ
カ
楽
器
選
考
会

◇
日
時
　
一
月
二
十
八
日
（
土
）・

　
二
十
九
日
（
日
）
時
間
未
定

◇
入
場
無
料

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

文化協会会員の平成28年受賞（敬称略・順不同）
大門 孝藏（新宮町）
板画院展・新日本造形賞
年の瀬を迎えた白川郷がモ
チーフの「明日は正月」で受賞。

新井 秀泉（国府町三川）
読売書法展・読売俊英賞
中国の詩人、李昌祺の五言律
詩「周原幽居」で受賞。

元田 木山（大新町2）
改組日展・彫刻部門入選
「爽やかに立つ」で入選。
平成13年より25年連続。

東　 勝廣（松之木町）
厚生労働省「現代の名工」

（卓越した技能者）」表彰


